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第３学年算数科学習指導案 

令和７年６月１７日（火）第５校時 

ぐんぐん①コース１７名 

指導者       

場所  ３年 教室 

 

 

 

 

 

１ 単元名 記ろくを整理して調べよう 

 

２ 単元の目標と評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単

元

の

評

価

規

準 

日時や場所などの観点別にデ

ータを分類整理することを理

解し、それらを活用して表や棒

グラフから項目間の関係や集

団のもつ全体的な特徴を読み

取ったりすることができる。 

目的に応じてデータを整理す

る観点に着目し、身の回りの事

象について表や棒グラフを用

いて考察したり、見いだしたこ

とを分かりやすく表したりす

る方法について考え、説明して

いる。 

データを分類整理したり、それ

らを基に身の回りの事象につ

いて考察したりした過程を振

り返り、数理的な処理のよさに

気づき、今後の生活や学習に活

用しようとしている。 

３ 単元について 

（１）学習の関連と発展 

【１年】            【３年】            【４年】 

 

 

 

 

 

        

 

 

【２年】 

 

                【６年】 

                               【５年】 

 

 

 

 

しらべよう 

・分類整理して数えること 

・整理して、絵を用いたグラ

フを表したり、読み取った

りすること 

・絵を用いたグラフから、特

徴を読み取ること 

せいりのしかた 

・分類整理して数えること 

・分類整理して、簡単な表やグ

ラフに表したり、読み取った

りすること 

・簡単な表やグラフから、特徴

を読み取ること 

ぼうグラフと表 

・「正」の字を使った分類整

理の仕方 

・棒グラフの意味と特徴 

・棒グラフの読み方、表し方 

・資料を２つの観点で分類

し、簡単な二次元の表に

まとめること 

折れ線グラフ 

・折れ線グラフの読み

方、表し方 

【研究主題】  学びに向かう力を育む算数科指導の充実 
～試行錯誤を伴う振り返りを通して～ 

【研究仮説】 

 都や国の調査から児童の課題を分析し、試行錯誤を伴う振り返り活動を充実させれば、学びに向かう

力が育まれ、確かな学力を身に付けることができるだろう。 

整理のしかた 

・やや複雑な資料を２つ

の観点で二次元の表に

まとめること 

・資料を２観点４分類の

表にまとめること 

帯グラフと円グラフ 

・帯グラフと円グラフの

意味と特徴 

・帯グラフと円グラフの

読み方、表し方 

資料の調べ方 

・資料の平均や散らばりの

調べ方 

・度数分布を表す表や柱状

グラフの読み方、表し方 
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（２）学習指導要領との関連 

 学習指導要領、第３学年の内容「D データの活用」には、以下のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童の実態 

（１）校内意識調査より 

 ・数値は該当意見に回答した児童の割合を表すこととする。また、課題が見られる部分に色付けした。 

 番号 質問項目 そうだ どちらかといえばそう

だ 

どちらかといえばそうではない そうではない 

算
数 

１(３) 算数の内容はどのくらいわかりますか。 5

1

.

6 

29.7 14.1 1.6 

２(３) 算数の学習はどのくらい得意ですか。 53.1 39.1 6.3 1.6 

 

粘
り
強
さ 

４(１) できるようになるまで、くり返し練習している 37.5 45.3 15.6 1.6 

４(２) 難しいと感じる問題でも最後まであきらめずに取り組んでいる。 54.7 40.6 4.7 0 

４(３) 分からないことがあっても、わかるまで学習を続けるようにしている。 35.9 54.7 6.3 3.1 

４(４) 集中して学習に取り組んでいる。 64.1 32.8 1.6 1.6 
 

調 

整 

４(５) どうやったらうまくいくかを考えながら学習を始めるようにしている。 29.7 40.6 28.1 1.6 

４(６) 学習の途中で分からないところやできないところはどこかを考えている。 39.1 45.3 15.6 0 

４(７) 学習をしてもできるようにならないときは、学習の方法を変えたり工夫し

たりしている。 

40.6 37.5 17.2 4.7 

４(８) テストでまちがえたときは、なぜまちがえたのかを考えている。 54.7 34.4 7.8 3.1 

 

対 

話 

４(９) 他の人と意見が違ったときは、質問をして相手の考えを確かめている。 29.7 40.6 23.4 6.3 

４(10) 分からないときは、他の人や先生に質問して解決している。 31.3 43.8 20.3 4.7 

４(11) 自分が考えたことを、すすんで他の人や先生に伝えようとしている。 25 46.9 18.8 9.4 

４(12) 他の人と相談して、よい考えをみつけようとしている。 37.5 43.8 12.5 6.3 

 

工 

夫 

４(13) 学習していて分からない言葉があれば、すぐに質問している。 26.6 40.6 26.6 6.3 

４(14) どうしてそうなるのかという理由を考えながら学習をしている。 35.9 43.8 17.2 3.1 

４(15) 答えだけでなく、考え方や途中の式なども確かめながら学習している。 46.9 39.1 14.1 0 

４(16) 大切な言葉は、意味を理解して覚えるようにしている。 51.6 39.1 7.8 1.6 

（1）データの分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア） 日時の観点や場所の観点などからデータを分類整理し、表に表したり読んだりするこ

と。 

 （イ） 棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 （ア） データを整理する観点に着目し，身の回りの事象について表やグラフを用いて考察し

て、見いだしたことを表現すること。 
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レディネステストの結果から、低学年で学習

した「しらべよう」「せいりのしかた」につい

ては学習が定着していることが分かる。また、

グラフから読み取った数字から、式を立て、差

を求める問題は誤答がいくつか見られた。 

 

グラフに表す、表にまとめるなど、作業が単

一であるものはよくできるが、まとめたグラフ

や表を活用して問題を解くなど、作業が複数あ

る場合になってくると間違いが生じてくること

も読み取れる。 

 

今回の単元では、落ちや重なりがないように

データを表にまとめ、数値を棒グラフに表し、

その差を求めたり読み取ったことをノートにま

とめたりなど、やるべき内容が多くある。 

 

それぞれの学習活動をステップごとに分け、

どのステップで間違いが生じているのか、つま

ずきが見られるのか、こちらが随時確認しなが

ら学習をすすめ、苦手な部分や間違えた場面を

振り返り、児童同士で確認や質問、対話を通し

て複数の作業を間違えなく行えるような技能の

定着に期待する。 

アンケート項目の大項目、算数・調整については、学年として理解を深めていたり習熟に努めたりし

ている結果が見られた。しかし、調整・対話、特に対話については否定的な回答が多くなった。項目内

の単語から、「質問」をすることに苦手意識をもっているのだと読み取った。 

どのような場面で質問をする必要があるのか、質問の仕方、質問することによるよさを児童に理解さ

せ、他の考え方はないか、一人では解法がわからない時に、学習方法を工夫したり、他者と学びを深め

たりさせていきたい。 

自分の考えや疑問を友達に伝える手立てを指導し、その場面を増やし、他者とのコミュニケーション

や対話を通して学習の進め方を調整したり、思考を振り返ったりすることができるようにしたい。 

 

（２）レディネステストより 
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５ 単元の指導計画（全８時間） 

時 ねらい 学習活動 具体的な評価規準 

１ 整理のしかたとぼうグラフ 

１ 

 

本

時 

・データを分類整理する

方法や整理した結果を

表にまとめる方法を理

解する。 

①データを分類整理する方法を考

え、工夫を話し合う。 

②正の字を使うことや合計を確認す

ることの大切さを知る。 

③表にまとめる方法を知る。 

④正確に分類整理する方法をまとめ

る。 

知・技 

データを分類整理する方法や

整理した結果を表にまとめる

方法を理解する。 

【ノート・発言・行動観察】 

２ ・データを棒グラフに表

すと、数量の大小や差

が分かりやすいこと

や、棒グラフの読み取

り方を理解する。 

①「棒グラフ」について理解する。 

②棒グラフの長さに着目して、棒グ

ラフの特徴をまとめる。 

知・技 

既習のグラフから類推し、棒グ

ラフの特徴や読み取り方につ

いて理解している。【観察・ノー

ト】。 

思・判・表 

棒グラフの棒の長さに着目し

て、棒グラフでデータを整理す

るよさを考え、説明している。 

【観察・ノート】 

３ ・「その他」の意味を知

り、データを分類整理

する方法の理解を深め

る。 

①p.149 の記録を基に、けがをした

場所別の人数を表にまとめる。 

②その他の意味を知る。 

 

 

 

態度 

目的に応じてデータの整理の

仕方を考えた過程を振り返り、

生活に生かそうとしている。 

【観察・ノート】 

４ ・棒グラフのかき方を理

解し、表から棒グラフ

にかき表すことができ

る。 

①けがをした場所と人数を整理した

表を見て、棒グラフに表す。 

②項目のとり方、１目盛りの大きさ

などの順に従ってグラフをかく。 

③かいた棒グラフから読み取れるこ

とを考える。 

知・技 

棒グラフのかき方を理解し、デ

ータを棒グラフに表すことが

できる。 

【観察・ノート】 
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５ 

 

・棒グラフの目盛りのと

り方について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①けがの原因と人数を表した棒グラ

フを読み取り、人数が分かりやす

い棒グラフのかき方を考える。 

②表やグラフ用紙から、１目盛りを

いくつにすればよいかを考え、グ

ラフに表す。 

③整理したデータを用いて、どんな

ポスターをつくることができるか

考える。 

 

 

 

 

 

思・判・表 

数直線と同様に１目盛りの表

す数量に着目して棒グラフを

読み取ったり、データに合わせ

て１目盛りの大きさを決めた

りすることについて考え、説明

している。 

【観察・ノート。 

態度 

身の回りの事象について考察

した過程を振り返り、数理的な

処理のよさに気づき、生活や学

習に生かそうとしている。 

【観察・ノート】 

・学習内容を適用して問

題を解決する。 

①練習問題に取り組む。 知・技 

基本的な問題を解決すること

ができる。 

【観察・ノート】 

２ 表のくふう 

７ ・一次元表を組み合わせ

た簡単な二次元表を読む

ことができる。 

①３つの学年のけがの原因と人数を

まとめた３つの一次元表を読む。 

②３つの表をまとめた二次元表に数

を書き入れた後、この表を読む。 

③二次元表の有用性を考える。 

知・技 

複数の一次元表を二次元表に

まとめることができ、その有用

性を理解している。 

【観察・ノート】 

思・判・表 

複数の一次元表とそれらをま

とめた二次元表の違いに着目

して、種類別の合計等で項目が

比較しやすくなるなどの有用

性を考え、説明している。 

【観察・ノート】 

まとめ 

８ ・単元の学習の活用を通

して事象を数理的にとら

〔いかしてみよう〕 

①二次元表からデータを読み取る。 

思・判・表 

学習内容を適切に活用して筋
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え論理的に考察し、問題

を解決する。 

②二次元表からけがの原因のデータ

を棒グラフに表す。 

道立てて考え、問題を解決して

いる。 

【観察・ノート】 

態度 

学習内容を生活に生かそうと

している。 

【観察・ノート】 

９ ・学習内容の定着を確認

するとともに、数学的な

見方・考え方を振り返り

価値づける。 

①「たしかめよう」に取り組む。 

②「つないでいこう 算数の目」に取

り組む。 

知・技 

基本的な問題を解決すること

ができる。 

【観察・ノート】 

 

思・判・表 

数学的な着眼点と考察の対象

を明らかにしながら、単元の学

習を整理している。 

【観察・ノート】 

態度 

単元の学習を振り返り、価値付

けたり今後の学習に生かそう

としたりしている。 

 

６ 研究主題に迫るための手立て 

中学年の目指す児童像 

粘り強さ：既習事項を活用して問題解決に向かう子 

 

 ・１つの考えに固執せず、他者と意見交換ができる場や時間を設ける。 

 ・問題に対する解決方法を複数もてるよう、相談したり教え合ったりするよう声掛けする。 

 

調  整：振り返りや解き直しをして、自分の考えを見直す子 

 

 ・交流タイムや質問タイムを通して、より効果的・効率的な方法がないか調べる。また、聞き逃しや 

数え忘れがないか確認する。 

 ・板書に児童から出た考えを掲示し、各自の振り返りや解き直し、考えを深めるのに役立てる。 

 

（１）粘り強さ 

ア 問題提示の工夫 

    問題となる保健資料を読み上げることで、聞き取ったことを正確に記録していくためには何か

しらの工夫をしなければならないという問題意識・目的意識を児童にもたせることをねらう。   
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イ 机間指導での価値付け 

   児童が考えていることを認め、励ますように机間指導をしていく。価値付けや励ましに加え、解決

に向けたポイントに児童自身が気付くことができるように声を掛けていく。   

   また、聞き取りを十分にできずに問題解決を途中で断念せざるを得なくなった児童に対しては、  

友達の発表の中から自分と似た考えを基に自分の考えのよさを検証するように声掛けする。 

  

 ウ 諦めずに自力解決に向かわせるための工夫 

   自分が考えたことを友達との協働的な学びを促す取組として「交流タイム」を設定する。同じ考え

の友達とはハイタッチ、違う考えの友達とは握手を交わすことで、積極的に伝え合おうという意欲を

高める。また、考えの浮かばなかった児童も、友達の考えを聞くことで解決の方法に気付くことをね

らう。 

 

（２）調整 

 ア 解決の見通しをもつ時間の設定 

   既習事項や生活経験を基に、問題解決へ向けた見通しを考え発表する時間を設ける。見通しの立た

ない児童は、友達の発言を聞き、よいと思う方法を選択して自力解決に向かう。 

 

 イ 自分の学習状況を振り返る時間の設定 

   自力解決段階で、自分の考えた解決方法について検討する時間を設定する。考えたことを「交流タ

イム」で他の児童と伝え合い、自己の考えを広げ深めることで自己の学習状況を調整する。 

   また、発表検討段階で、発表者の工夫や意図を尋ねる時間を設定する。「質問タイム」を通して、

活用力のある知識を獲得する。 

自己の考えを広げ深めることで学習状況を調整する。 

 

 ウ 学びの可視化 

   発表検討場面で、児童から出てきた見方・考え方を板書にキーワードで残していく。児童の思考を

可視化することで、常に考えを調整することができるようにする。 

 

７ 本時の指導（１/９時間） 

（１）本時の目標 

  データを分類整理する方法や整理した結果を表にまとめる方法を理解する。 

（２）本時の展開 

時 学習活動 ・支援や留意点 ◆評価 

課 

題 

把

握 

・

見

通

１．データを聞き、本時の問題をノートにかく。 

T：○○さん、最近、学校の中でいつけがをしました

か。 

C：休み時間（授業中）です。 

Ｔ：学校全体で、けがをする児童が多いそうです。四

大小学校の保健室の先生から、けがをした時間

を保健の先生にインタビューしたので聞いてく

手立て（１）ア 問題提示の工夫 

正確に記録していくために工夫をしなけ

ればならないという問題意識・目的意識を

もたせる。 

・事前に録音した音声データを再生する。 
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し

１

０

分 

ださい。  

 

T：一番けがが多い時間はいつですか。 

Ｃ：休み時間だと思います。 

Ｃ：もう一度読んでほしいです。 

 

T：そうですね。では、今日はこの問題をやっていき

ましょう。 

 

 

 

 

２．本時のめあてを確認する 

 

 

３．見通しをもたせる。 

T：どのようにすれば正確に記録できるでしょうか。 

C：ノートにメモすればよいと思います。  

C：２年生で学んだ表が使えそうです。 

 

 

・児童にメモをとったり、表にまとめたり

する必要性を理解させる。 

 

・必要であれば、けがをした人数を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見通しは１，２人に発表させる。 

 

手立て(2)ア 解決の見通しをもつ時間 

今までの知識や経験から工夫を考える。 

自

力

解

決 

１

０

分 

 

 

４．適切に分類整理するための工夫を個人で考える。 

Ｔ：この後、先生は同じデータを再生しようと思いま

すが、再生したものをそのまま書けば、正確に記

録できるでしょうか。  

C：データの数が多いので、途中で書き切れないと思

います。 

T：では、正確に記録するためにどのような工夫があ

るとよいか考えましょう。〈自力解決〉 

C:資料の名前の隣に数字を書きます。 

C：頭文字のみを書いて、後から数えます。 

C：「正」の字を使って数えます。 

 

T：他の人の意見も見てみましょう。  

 

 

 

 

５．工夫をもとに、再度データを記録、整理する。 

T：では、自分が正確に記録できると思った方法で、

ノートに資料を記録しましょう。（データを再生

する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て(1)ウ 諦めずに自力解決に向かわせるための工夫 

他の意見も参考にして、データをまとめよ

うとしている。〈交流タイム〉 

 

手立て(2)イ 自分の学習状況を振り返る時間の設定 

友達との意見交換をして、考えを広げ深め

る。〈交流タイム〉 

 

・資料の種類が「休み時間」、「授業中」、「掃

除時間」、「その他」であることを確認す

る。 

 

・音声データを再生し終わったタイミング

記ろくや整理のしかたを考えよう。 

問題  四大小では、いつ、何人の人がけがをし

ていますか。 



中学年－9 

 

 

 

 

 

 

C１：種類ごとに、隣にマークをかきます。 

 

 

 

 

 

 

C２：種類ごとに、隣に数字を書きます。 

 

 

 

 

 

 

 

C３：頭文字のみを書いて、後から数えます。 

 

 

 

 

 

 

 

C４：「正」の字を使って数えます。 

 

 

 

 

 

 

 

で、４人程度のノートを写真に撮り、電

子黒板に映す。 

発

表

検

討

１

５

６．自分の記録を発表する。 

T：ノートが電子黒板に映った人は、結果を全体に発

表してください。 

C：休み時間が１２人 

 そのたが 3人 

 授業中が６人 

・データの総数が２６個であること、落ち

や重なりがないことを確認する。 

・○をかいている、数字を書いている、先

頭の一文字を書いている、「正」の字を書

いている児童のノートの順に発表し、テ

レビに映す。 

 

 

 

 



中学年－10 

 

分  掃除時間が３人になりました。 

 

 

 

 

T：では、発表してくれた人に、どのような工夫をし

て記録したのか質問しに行きましょう。 

C：途中の数字を消さなかったのは、なぜですか。 

C：なぜ先頭の一文字を使って数えようと思ったので

すか。 

C：なぜ「正」の字を使ったのですか。 

 

T：友達の考えを聞いて、どのような工夫が分かり 

やすいと思いましたか。 

C１：簡単にかけるからです。 

C２：消すと時間がかかってしまうからです。 

C３：早く数えられるからです。 

C４：後で数えやすいからです。 

 

 

７．全体で検討する。 

T： みんなの記録はとても分かりやすいですね。な

ぜ、分かりやすくなったのか考えてみましょう。 

C：整理してあるからです。 

C：同じ種類ごとにまとめてあるからです。 

C：さらに整理すれば、表になりそうです。 

 

・「正」の字が児童から出てこなかった場

合、指導者の方から意見を出す。 

 

・「正」の字を使うよさを気付かせる。 

手立て(2)イ 自分の学習状況を振り返る時間の設定 

質問タイムを設定し、広がった自己の考え

方を質問することで、さらに理解を深め、

広げる。（５分） 

 

 

 

手立て(2)ウ 学びの可視化 

児童から出てきた工夫をキーワード化し

てテレビ上に書く。 

キーワード 

・消すと時間がかかってしまう。 

・まとめやすい。 

・簡単にかける。 

・見やすい。 

・友達の工夫のよさを理解し、今後自分が

使えることを目指す。 

 

◆知識・技能 

データを分類整理する方法や整理した結

果を表にまとめる方法を理解する。 

【ノート・発言・行動観察】 

 

ま

と

め

１

０

分 

８．本時のまとめを確認する。 

 

 

 

 

 

 

９．分類整理したものを表にまとめる。 

 

 

 

 

・表にまとめる前に、「正」の字で記録する

と数えやすくなり、記録しやすいことを

確認する。 

 

・合計の数を確かめると、落ちや重なりの

可能性が低くなることを確認する。 

 

・数値を記入するだけのプリントを用意す

る。 

 

・３学年が運動会に使った太鼓の色を題材

にすることで、興味を持たせる。 

同じしゅるいごとにまとめると分かりやすい。 



中学年－11 

 

１０．適応問題を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のデータをしゅるいごとにまとめましょう。 

赤、みどり、むらさき、青、青、むらさき、青、黄色、

黄色、赤、赤、青、青、むらさき、青、青、赤、むら

さき、むらさき、赤、黄色 

 



中学年－12 

 

９ 座席表 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

黒
板
 

                           

電
子
黒
板
 

                                 


